
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事業報告用

2021年度 事業報告書

認定特定非営利活動法人 PIECES

1 事業の成果
(1)市民が主体となり、子どもの育ちに多様な人が関わる生態系を生み出す事業
Citizenship for Childrenプ ログラム (CfOrC)
子どもの日常にかかわる人たちの市民性の醸成・エンパワメン トを通じて、様々な背景を有する

子どもたちに対して柔軟で主体的なアクションが生みだすための育成プログラム。講座と対話型の

ゼミ、実践、リフレクションによる学びを織 り交ぜながら育成を進めている。CforC2021で はプロ

グラムの門戸を広げるためにコース編成の見直しを実施。昨年までは約 6か月間で実施していたプ
ログラムのエッセンシャル版として、約 3か月のコースを設置したことで、昨年の 2倍近い 65名 の
方がプログラムに参加。今期は昨年までの修了生もプログラムの運営に関わる機会が増え、参加年

度を越えて参加者同士の学び合い支え合いが生まれている。

地域型のクラスは昨年と同様に茨城県水戸地域と奈良県大和高田地域で実施。それぞれ PO法人
セカンドリーグ茨城と認定ⅣO法人 Living in Peaceと の共同運営で取り組んだ。
また、今期からは、プログラム運営のナレッジシェアにも本格的に着手し始め、CforCで共同運
営を行 う両団体だけでなく、他団体向けに CforCプログラムで使用する教材・ツールや運営マニュ
アルなどを提供する形でノウハウ移管にも取り組んだ。

(2)研修・コンサルティング事業
上記、Citizenship for Childrenプ ログラムで用いる対話やワークショップのエッセンスを研修
コンテンツとして切 り出し、子どもの支援等を行 う団体や組織に対して、研修や相談によるサポー

ト行 う事業。今年度は、主として NPO等の非営利組織や行政向けに研修事業を行った。詳しい成果
は、次項に記載の通 り。

(3)啓発・普及事業
取 り組む社会課題の現状や実施する事業内容やその成果/課題について発信することを通して、
啓発・普及を行 う事業。今年度は、「子どもの孤立」や 「市民性」をテーマに掲げた自主企画のイ
ベントをはじめ、目指す世界観を共有する他団体との共催イベントなどを数多く実施。詳しい成果

は、次項に記載の通 り。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【11,473】 千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

市民が主体 と
なり、子 ども
の育ちに多様
な人が関わる
生態系を生み
出す事業

Citizenship for
Chlldrenプ ログラム
(CforC)
市民性を発揮 して子 ども
を支える環境づくりに取
り組む人を育成するプロ

グラムを実施。

2021 年
11月 ～
2022‐勺F3
月

全国 (オ
ン ラ イ

ン)

有給スタ

ッフ 5

名、ボラ

ンテ ィア

スタッフ

15名

子ども支

援に関心

のある大

学生～社

会人

プログラ
ム 参 加
者 :64
名

5,584

研修・ コンサ
ルテ ィング事

業

CforCで用いる研修や ワ
ークショップのコンテン
ツを切 り出 し、子 どもの

支援等を行 う団体や組織
に対 して、研修や相談に

2021 年
11 月 7
日、 2022

年 3月 14

茨城県、

横浜市、

浦安市

有給スタ

ッフ 1名

子 どもの
支援や地
域活動に
関心のあ
る社会人

研修実施
回数 :3
回

218



よるサポー トを行う。 日、 2022

年 3月 22

日

啓発・普及事
業

取 り組む社会課題の況状
や実施す る事業内容やそ
の成果/課題について発
信することを通 して、啓
発・普及を行 う。

通年
オンライ

ン

有給スタ

ッ フ 3
名、ボラ

ンテ ィア

スタ ッフ

3～ 5名

子ども支

援に関心

のある市

民、及び

社会課題

について

知らない

市民全般

イベン ト

参 加 者

95名 、
配信視聴

者  数
2,522,名

5,670

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 0 】千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 日口寺 場所
従事者
人数

事業費
(千円)





書式第 15号 (法第 28条関係 )

2021年度 貸借対照表
2022 年 3 月 31 日現在

認定特定非営利活動法人PIECES

科   目 金  額 小計・合計

34,793,246

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産

の

2
0

(1)有形固定資産

32,697,746

2,095,500

1流 勁贅菫

現金預金

未収金

【A】 賣 産 合 計 ①+② 34,793,246

3,053,261

の

0
2

負

【B-1

2,134,737

493,743

424,781

未払金

預 り金

役員借入金

1 流動負債

3,053,261

26,355,014

5,384,971

正

【B-2】 正 味 財 産 の 部

31.739、 985

【B】 負 債 及 び 正 味 財 鷹 合 計 【B-1】 +【 B-2】 34,793,246

三1」 ●IL■ _一Ｌ

当期正味財

味財





書式第 17号 (法第 28条関係 )

2021年度 財産目録
2022 年 3 月 31 日現在

認定特定非営利活動法人PIECES

科   目 金   額 月ヽ    言十 合  計

2,354

14,845,516

17,849,876

32,697,746

2,095,500
2,095,500

(1)有形固定資産

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産

の

2

棚卸資産

現金預金

手元現金

ゆうちょ銀行普通預金

三菱UFJ銀行普通預金

未収金

人的ネットワーク醸成事業未収金

34,793.246

EA】 資 菫 合 計 ①+② 34,793,246

10,632

406,964
898,994
818,147

2,134,737

227,577

55,200

210,966

493,743

424,781

424,781

3,053,261

【B-1 の

3,053,261【B-1】 負 債 合 計 0+④
31,739,985【B-2】 正 束 財 菫 合 針 【A】 …【B-1】

2

未払金

ライフカー ド

3月 分給与

3月 分役員報酬

その他立替経費等

預り金

源泉徴収税

住民税

3月 分社会保険料等

役員借入金

理事2名



書式第 18号 (法第 28条関係)

事業報告用

2021 年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

iil菫 ::::」 [:L』 :L_:llli:奎]il」主:i重11lι」::´△=__PIECES

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

Z以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役名
どちらかにO

(フ リガナ)

氏名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

1 監 事

オザフ イブキ

小澤 いぶき

2021 年

2022 年

11 月  1  日

3 月  31  日

■=   月   日

年 月 日

2 監事

サイ ヨシミチ

斎 典道

2021 年 11 月 1 日

2022 年 3 月 31 日

年 月

月

日

年 日

3 (萎)監事
アオキ ショウコ

青木 翔子

2021 年 11 月 1 日

2022 生F 3 月 31 日

年 月

月

日

年 日

4 監事

オノダ タカシ

小野田 峻

2021 `年  11 月  1  日

2022 年 3 月 31 日

今=   月   日

年  月  日

5 監 事

オギワラ クニヒロ

荻原 国啓

2021 年 11 月 1 日

2022 年  3 月 31 日

年  月  日

年 月 日

6 理事 監事

サ トウ アキコ

佐藤 暁子

2021 `年  11 月  1  日

2022 年 3 月 31 日

年  月  日

4二   月   日

7 理 事

オサダ カズヒロ

長田 和弘

2021 `年  11 月 1 日

2022 年 3 月 31 日

年  月  日

年  月  日

理事

理事

理事

理事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立 。事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

量ヨ並遣1生圭重圭壁2L」皇Ll」 ]置コ雲L宝』L∠ 2ゝ」」ュgES

氏    名

1

小澤 いぶき

2
斎 典道

3

青木 翔子

4
野田 奈津子

5
若林 碧子

6
松井 貴宏

7

高橋 啓太

8
佐藤 麻衣

9
中原 亮

10
片山 峻

11

12


